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　「今日も幼稚園で遊ぶ！」と元気に登園してくる
５名の新入園児さんと「おはよう」と優しく迎え入
れてくれる年中、年長児５名で元気いっぱい、笑い
声いっぱいで遊んでいます。

畑野川幼稚園

　元気いっぱいの男児２名が入園し、計５名でス
タートしました。外で遊ぶのが大好き！自転車、ブ
ランコ、砂場など優しいお兄さん、お姉さんと一緒
にたくさん遊んでいます。

直瀬幼稚園 　平成30年度「久万こども園」になり、新
しいスタートをきりました。新入園児６名を
迎え、０歳児～６歳児の67名の園児の笑顔
が園いっぱいにあふれています。
　「やさしくね、やさしくね、やさしいこと
はつよいこと」をモットーによく遊び日々成
長しています。

久万こども園

幼稚園

保育園

　今年度は、かわいらしい女児１名が入園し
ました。毎日笑顔で登園し、大好きなままごと
遊びを楽しんでいます。少しずつ幼稚園のリ
ズムも身についてきています。３名の子ども
たちと楽しい園生活を過ごしていきたいです。

仕七川幼稚園

　元気いっぱいの女の子が入園して、女の子３人の生
活がスタートしました。優しいお姉ちゃんたちに囲
まれて、戸外でも室内でもルンルンで遊んでいます。
これからおもしろい遊びをいっぱい見つけようね。

柳谷幼稚園



特集 入園・入学おめでとう！
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　今年度、明神小学校には元気いっぱいの１年生３名
が入学しました。勉強、遊び、給食など、何ごとにも
やる気満々の３名です。２年生のお兄さんと仲良く、
楽しい学校生活を送ろうと、はりきっています。

明神小学校

　今年度は年少組に１名の女の子が入園
し、女の子３名でのスタートとなりまし
た。毎日仲良く楽しく、笑顔いっぱいで
過ごしています。

おもご幼稚園

　１名の３歳児を迎え、合計７名で園生
活がスタートしました。ごっこ遊び大好
き、外で遊ぶの大好きな父二峰幼稚園の
子どもたちは、毎日元気いっぱいです。

父二峰幼稚園

小学校

　年少児15名、年中児11名、年長児８名、計34名で
スタートしました。たくさんのお友達と一緒に遊びな
がら、毎日元気に過ごしています。いっぱい遊んでた
くましく成長してほしいと思っています。

久万幼稚園
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　男子１名が入学し、優しく、何でも教えて
くれる上級生と10名で学校がスタートしま
した。楽しく小学校生活を過ごしています。
たし算や体育を頑張ります。

　男子22名、女子14名、計36名の１年生です。かわいいにこにこ笑顔がたくさん見られる
１年にしていきます。
　元気いっぱいの１年生をよろしくお願いします。

　今年度、男子２名が入学しました。わくわくど
きどきの学校生活のスタートです！上級生15人
と共に、元気いっぱい笑顔いっぱいで学校生活を
送っています。「勉強も、遊びも力いっぱい頑張
るぞ！」

久万小学校（松組） 久万小学校（竹組）

畑野川小学校直瀬小学校
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平
成
30
年
度
の
久
万
中
学
校
の
入
学
生
徒
は
男
子
25
名
、
女
子
28
名
の
計
53
名
で
す
。
４

月
10
日
の
入
学
式
に
は
、
全
員
が
元
気
に
登
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　元気いっぱい！やる気満々！目をき
らきら輝かせた父二峰っ子が１名入
学しました。頼りになる16人のお兄
さん、お姉さんと一緒にがんばりま
す！！

久万中学校（Ａ組）

久万中学校（Ｂ組・わかば組）

　今年度、３名の新入生を迎えることができました。
先日行われた入学式では、大変落ち着いた立派な態度
で式に臨むことができました。中学校生活のスタートを
切った新美川中生をどうぞよろしくお願いいたします。

美川中学校

父二峰小学校中学校



ふるさと魅力発信
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学芸員のつぶやき
■木星が登場する映画と言えば「2001
年宇宙の旅」です。今年は公開からちょ
うど50周年。映画の木星の映像とジュ
ノーの木星の画像の違いが50年の科学
の進歩を感じさせます。

今月の惑星・木星
天体観測館 41－0110
天体ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/astro/

旅するサンショウウオ【前編】
面河山岳博物館 58－2130
山岳ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/omogo-sangaku/

　
今
年
の
夏
は
惑
星
た
ち
が
夜
空

に
集
合
し
ま
す
。
す
で
に
金
星
が

夕
空
に
見
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
毎
月
ほ
か
の
惑
星
た
ち
も
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
今
月
は
「
木
星
」
で
す
。
５
月

９
日
に
衝
を
迎
え
ま
し
た
。
衝
と

は
太
陽
、
地
球
、
惑
星
が
一
直
線

に
並
ぶ
こ
と
で
、
地
球
に
最
も
近

く
一
晩
中
観
測
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
の
明
る
さ
は
マ
イ
ナ
ス
２
・

５
等
。
１
等
星
の
25
倍
の
明
る
さ

で
す
。
夜
８
時
頃
、
南
東
の
空
に

見
え
ま
す
。
非
常
に
明
る
い
た
め

に
迷
う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
２
０
１
６
年
７
月
か

ら
木
星
の
ま
わ
り
を
回
っ
て
い
る

木
星
探
査
機
ジ
ュ
ノ
ー
が
捉
え
た

画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
嵐
や
そ
れ
に
伴

う
渦
が
鮮
明
に
撮
影
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
北
極
、
南
極
で
は
地
球

サ
イ
ズ
の
嵐
が
多
数
発
生
し
密
集

し
て
い
ま
す
。
現
在
も
ジ
ュ
ノ
ー

の
観
測
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ジ
ュ
ノ
ー

の
画
像
を
検
索
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
科
学
と
い
う
よ
り
も
驚
く
べ

き
ア
ー
ト
な
模
様
が
必
見
で
す
。

�

（
藤
田
）

▶
木
星
の
美
し
い
写
真

　
（
大
分
天
文
協
会
・
川
端
孝
幸
氏
撮
影
）

学芸員のつぶやき
■サンショウウオたちも繁殖～産卵最盛
期を迎えています。今年は一地点でも多
くの新産地が見つかりますように。

　
春
か
ら
新
天
地
へ
旅
立
ち
、
生

活
も
慣
れ
始
め
た
ば
か
り
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
た
ち
。
Ｇ
Ｗ
を
終

え
、
バ
リ
バ
リ
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
若
い
人
た
ち
の
姿

を
見
か
け
る
と
新
鮮
な
気
分
に
な

り
ま
す
。

　
い
き
な
り
、
こ
こ
で
「
旅
」
と

は
？　
手
元
の
辞
書
に
よ
り
ま
す

と
「
あ
る
期
間
離
れ
て
、
ほ
か
の

土
地
で
非
日
常
的
な
生
活
を
送
り

迎
え
る
こ
と
。
遠
隔
地
に
赴
く
こ

と
」
と
あ
り
ま
す
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

久
万
高
原
の
山
の
上
に
棲
む
魚
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ（
両
生
類
）も
旅

に
出
る
よ
う
で
す
。
彼
ら
に
と
っ

て
旅
と
は
、放
浪
や
道
草
（
彷
徨

い
）、
移
動
を
意
味
し
ま
す
。
生

ま
れ
故
郷
で
あ
る
渓
流
か
ら
上
陸

し
た
幼
体
は
森
の
中
で
個
々
分
散

し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
崩
壊
し
て
で
き
た
斜
面
に
は
、

土
砂
や
岩
石
、
朽
木
、
落
葉
、
コ

ケ
な
ど
よ
い
隠
れ
場
所
で
あ
る
反

面
、
怖
い
鳥
獣
が
潜
み
、
襲
い
掛

か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

毎
日
が
「
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ

る
」
の
世
界
で
す
。
夜
な
夜
な
動

き
ま
す
が
一
日
数
㍍
で
し
ょ
う
。

剣
山
山
系
で
は
山
頂
で
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
や
一
㌔
も
移
動
し
て

採
捕
さ
れ
た
例
が
あ
る
そ
う
で

す
。
次
号
へ
続
く
。�

（
岡
山
）

◀
繁
殖
期
の
５
月
下
旬
、
産
卵
場
と
な
る
水

源
に
向
か
っ
て
移
動
を
は
じ
め
る
シ
コ
ク

ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
雌
成
体
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Ｇ
Ｗ
に
上
黒
岩
第
２
岩
陰
遺

跡
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
の
調
査
で
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
す
が
、
現

地
に
人
骨
を
保
存
し
た
た
め
、
早

急
に
貴
重
な
人
骨
の
情
報
を
回
収

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
Ｇ

Ｗ
の
発
掘
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
中
に
い
ろ
ん
な
準
備
を

し
、
あ
と
は
調
査
を
す
る
だ
け
…

と
い
う
段
階
で
ふ
と
岩
陰
遺
跡
を

遠
く
か
ら
眺
め
る
と
、
杉
林
の
中

に
ひ
と
き
わ
趣
の
異
な
る
広
葉
樹

の
森
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
上
黒
岩
第
２
岩
陰
遺
跡
は
石

灰
岩
の
岩
陰
な
の
で
す
が
、
そ
の

周
辺
は
杉
を
植
え
た
り
す
る
の
に

あ
ま
り
適
し
た
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
上
黒
岩
第
２

岩
陰
遺
跡
の
周
辺
は
広
葉
樹
の
森

に
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　
よ
く
「
遺
跡
っ
て
、
ど
ん
な
場

所
に
あ
る
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
久
万
高
原

の
岩
陰
遺
跡
は
石
灰
岩
地
帯
が
大

半
で
す
。
岩
陰
遺
跡
の
探
し
方
の

１
つ
と
し
て
、
地
質
図
な
ど
で
石

灰
岩
な
ど
の
場
所
を
調
べ
る
方
法

の
ほ
か
に
、
針
葉
樹
の
森
の
中
に

埋
も
れ
た
広
葉
樹
を
探
し
て
い
く

の
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
有
効
な

方
法
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
遠
部
）

上黒岩第2岩陰の調査（2018）
Research Kamikuroiwa 2nd

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館）
21－0139

古茂田守介、未完の仕事
久万美術館　21－2881
久万美ホームページ
http://www.kumakogen.jp/site/muse/

　
古
茂
田
守
介
（
１
９
１
８

－

６

０
／
松
山
出
身
）は
夭
折
の
画
家
。

重
い
喘
息
を
患
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
42
歳
と
い
う
短
い
生
涯
で

し
た
。
守
介
の
や
り
残
し
た
仕
事

は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

守
介
は
一
般
的
に
、「
具
象
絵

画
の
画
家
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
生
前
に
は
、

「
60
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ら
、
抽

象
絵
画
を
始
め
て
み
た
い
」
と

言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
画
業
の

晩
年
に
あ
た
る
１
９
５
０
年
代
後

半
は
、
世
界
的
に
抽
象
絵
画
が
大

流
行
し
て
い
ま
し
た
。
洋
画
、
日

本
画
に
限
ら
ず
、
多
く
の
画
家
が

抽
象
絵
画
を
描
き
ま
し
た
。
し
か

し
守
介
は
、
抽
象
絵
画
を
「
次
の

仕
事
」
と
し
、
一
貫
し
て
従
来
の

具
象
絵
画
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
作
品
を
よ
ー
く
ご
覧
く
だ

さ
い
。
○
と
□
の
形
に
固
執
し
な

が
ら
、
所
々
抽
象
絵
画
に
挑
戦
し

た
守
介
の
足
跡
が
窺
え
ま
す
。

　
今
年
は
、
守
介
が
生
き
て
い
れ

ば
１
０
０
歳
の
年
。
生
誕
１
０
０

年
を
記
念
し
た
守
介
の
デ
ッ
サ
ン

展
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

�

（
中
島
）

学芸員のつぶやき
■道後オンセナートに行きました！最も楽
しんだ作品は、鈴木康広《まばたき証明
写真》という体験型アート。証明写真機に
入って、まばたきした瞬間、シャッターが
おります。証明写真としては使えないけ
ど、目を閉じた瞬間の自分の存在を証明し
てくれる写真機。証明書も発行されます！

学芸員のつぶやき
■発掘には全国の方が参加しました。

◀
古
茂
田
守
介
《
無
題
》

　
１
９
５
８
年
頃

▲�上黒岩第２岩陰遠景（針葉樹の中に黄緑の広葉
樹が広がる）
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４
月
８
日
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

「
西
村
大
師
堂
の
し
だ
れ
桜
」
が
、

樹
勢
が
弱
り
開
花
し
な
か
っ
た
た

め
、
旧
中
津
小
学
校
を
メ
イ
ン
会

場
に
恒
例
の
第
16
回
中
津
さ
く
ら

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
雪
が
舞
う
生
憎
の
天
候

で
し
た
が
、
午
後
は
回
復
し
、
中

津
を
ま
る
ご
と
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
く
人
や
、
花
桃

の
里
で
満
開
の
花
を
楽
し
む
人
た

ち
で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　
４
月
１
日
か
ら
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
久
万
こ

ど
も
園
で
、
14
日
、
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
白
川
真
理
園
長

が
「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
理
念

を
大
事
に
し
つ
つ
町
全
体
の
子
育

て
支
援
や
次
世
代
育
成
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
園
児

た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
を
披

露
し
、
く
す
玉
を
割
り
開
園
を
祝

い
ま
し
た
。

中
津
を
ま
る
ご
と
楽
し
む　

恒
例
の
さ
く
ら
ま
つ
り

教
育
と
保
育
を
一
体
的
に　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園テープカットで開園を祝う関係者の皆さん 地元出店の特産品を買い求める観光客

　
３
月
24
日
、
愛
媛
県
戦
没
者
遺

族
大
会
に
お
い
て
、
戦
没
者
遺
族

援
護
功
労
者
知
事
表
彰
を
藤
坂
明

子
さ
ん（
柳
井
川
）が
、
戦
没
者
遺

族
会
会
長
表
彰
を
仲
川
峰
子
さ
ん

（
東
川
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
坂
さ
ん
は
、
旧
柳
谷
村
遺
族

会
会
長
、
久
万
高
原
町
遺
族
会
監

事
、
同
柳
谷
支
部
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
同
会
の
発

展
お
よ
び
英
霊
の
顕
彰
、
会
員
の

融
和
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
仲
川
さ
ん
は
、
旧
美
川
村
遺
族

会
婦
人
部
長
と
し
て
、
ま
た
、
久

　
４
月
14
日
、
産
業
文
化
会
館
及

び
周
辺
で
交
通
安
全
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼

稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
横
断
歩
道

の
渡
り
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
役

場
前
交
差
点
を
中
心
に
人
の
輪
作

戦
を
展
開
し
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業
文
化

会
館
で
は
、
県
警
音
楽
隊
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

戦
没
者
遺
族
の
援
護
と
福
祉
の
向
上
に
貢
献

功
労
者
知
事
表
彰
な
ど
受
賞

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て　

フ
ェ
ア
開
催手を上げて横断歩道を渡る子どもたち 会長表彰を受賞された仲川さん

万
高
原
町
遺
族
会
美
川
支
部
女

性
部
長
と
し
て
会
の
運
営
お
よ

び
会
員
間
の
調
整
役
を
率
先
し

て
努
め
ら
れ
、
会
の
活
動
維
持

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

戦
後
世
代
に
語
り
継
ぐ
語
り
べ

と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。
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久
万
高
原
町
の
自
然
や
文
化
・

風
土
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
５
月

４
日
、
移
住
希
望
者
を
対
象
に

「
高
原
生
活
プ
チ
移
住
体
験
ツ

ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大

阪
府
か
ら
家
族
で
の
参
加
が
あ

り
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
内
見
、
農

業
研
修
施
設
の
見
学
や
先
輩
移
住

者
と
の
交
流
な
ど
、
久
万
高
原
町

へ
の
移
住
を
前
提
と
し
た
内
容
を

体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
去
年
の
春
・
夏
・
秋
に
続
く
第

４
回
目
の
「
フ
リ
マ
ご
っ
ち
ゃ

市
」
が
、
５
月
６
日
に
ま
ち
な
か

交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
手

作
り
の
木
工
品
や
小
物
・
洋
服
な

ど
の
販
売
の
ほ
か
、
久
万
高
原
の

木
を
使
っ
た
端
材
ブ
ロ
ー
チ
づ
く

り
や
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
体
験

も
行
わ
れ
、
同
館
に
勤
務
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
洲
之
内
隊
員
指

導
の
も
と
、
参
加
者
が
親
子
で
ブ

ロ
ー
チ
づ
く
り
に
熱
中
し
て
い
ま

し
た
。

移
住
希
望
の
方
を
対
象
に　

体
験
ツ
ア
ー

体
験
型
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

ご
っ
ち
ゃ
市
開
催

イベント会場の様子 上黒岩 旧山中家住宅前にて

　
５
月
14
日
、
平
成
30
年
度
行
政

相
談
委
員
全
体
会
議
に
お
い
て
、

当
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
、
十

川
章
一
さ
ん
と
髙
岡
忠
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
総
務
省
四
国
行
政
評
価

支
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
同
会
議
に
お
い
て
、
木
下

公
昭
さ
ん
が
、
四
国
行
政
評
価
支

局 

地
域
総
括
評
価
官
（
在
愛
媛

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
）

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
氏
が
、
住
民
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
た
め
に
地
道
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　
　

十
川　

章
一 

さ
ん
＝
上
黒
岩
＝

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡 　

忠  

さ
ん
＝
本
組
＝

四
国
行
政
評
価
支
局

地
域
総
括
評
価
官
感
謝
状
を
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　

木
下　

公
昭 

さ
ん
＝
上
畑
野
川
＝感謝状を贈呈された

木下さん　　　　　
受賞された髙岡さん 受賞された十川さん
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「
地
域
運
営
協
議
会
」の
実
践
へ
向
け
て
①

「
面
河
地
区
地
域
運
営
協
議
会
」が

　

発
足
し
ま
し
た

執筆者プロフィール
笠松 浩樹 さん

中予山岳流域林業活性化
センター、島根県中山間
地域研究センターなどを
経て、2011年より愛媛
大学社会共創学部講師

　
面
河
で
は
、
平
成
29
年
度
に
地
域
運

営
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
、
準
備
会

を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
最
初
は
地
域
運
営
協
議
会
と
は
何

か
を
思
い
描
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た

め
、
具
体
的
な
動
き
を
出
し
な
が
ら
実

感
し
よ
う
と
い
う
方
向
が
出
さ
れ
、
福

祉
、
観
光
、
交
通
の
３
つ
の
部
会
を
立

ち
上
げ
て
勉
強
や
視
察
、
実
践
活
動
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
年
度
後
半
で
は
、
地
域
運
営
協
議
会

の
理
念
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
し

た
。
準
備
会
で
意
見
を
出
し
合
い
、
１

つ
ず
つ
の
言
葉
の
意
味
を
吟
味
し
、
面

河
ら
し
い
目
的
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
面
河
を
愛
す
る
人
々
が
意
見
を
出

し
な
が
ら
未
来
の
在
り
方
を
描
き
、
自

然
環
境
や
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

住
民
が
健
や
か
で
逞
し
く
、
光
り
輝

き
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
面

河
を
自
主
・
自
立
・
助
け
合
い
に
よ
っ

設
立
準
備
会
の
役
目
を
終
え
て

て
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

　

こ
れ
を
根
幹
と
し
て
規
約
を
ま
と

め
、
年
度
明
け
に
地
域
運
営
協
議
会
を

設
立
す
る
こ
と
と
し
、
準
備
会
は
解
散

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
４
月
１
日
、
面
河
住
民
セ
ン

タ
ー
で
「
面
河
地
区
地
域
運
営
協
議

会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
英
雄
氏
に
議
長
と
し
て
進
行
し
て
い

た
だ
き
、
規
約
と
役
員
が
議
決
さ
れ
、

正
式
に
発
足
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

菅
光
義
会
長
を
は
じ
め
当
初
の
役
員

は
、
暫
定
的
に
準
備
会
の
委
員
が
引
き

継
ぎ
ま
し
た
が
、
定
例
総
会
ま
で
に
理

事
会
を
開
催
し
、
新
た
な
役
員
の
選
出

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
動

き
始
め
た
３
つ
の
部
会
に
総
務
部
を
加

え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
業
計
画
と
予
算
を

考
え
て
定
例
総
会
で
提
案
し
ま
す
。

地
域
運
営
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た

　
い
よ
い
よ
動
き
出
し
た
地
域
運
営
協

議
会
。
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る

面
河
の
実
現
の
た
め
に
行
動
し
て
い
く

基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
正

念
場
で
す
。
「
面
河
を
愛
す
る
人
々
」

で
あ
れ
ば
、
地
区
の
住
民
に
限
ら
ず
誰

で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
ま
ず
は
定
例

総
会
で
こ
れ
か
ら
の
計
画
を
考
え
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

面
河
地
区
地
域
運
営
協
議
会
定
例
総
会

▼
日
時　
６
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時

半
～

▼
場
所　
面
河
住
民
セ
ン
タ
ー

定
例
総
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 面河地区地域運営協議会設立総会の様子
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町が行う 補助事業の概要 をお知らせします。
※詳細については、担当課までお問い合わせください。

【免許返納者支援事業（総務課）】
〈概　要〉　�自動車の運転に不安がある高齢ドラ

イバーなど運転免許証を返納した方
の移動支援策として、路線バスやタク
シーで使える交通利用券を交付しま
す。

〈対　象〉　運転免許証返納者
〈補助額〉　乗車券１万円分を年１回、３年間交付

【元気な地域づくり支援事業（総務課）】
〈概　要〉　�地域活動の推進を支援するために、地

域の課題解決や地域の魅力づくりな
どの事業を自主的に実施する団体に
対して補助金を交付します。

〈対　象〉　�自治会または町内に住所を有する者
で組織され、町内で活動している団体

〈補助額〉　２分の１以内（20万円を上限）

【集会所修繕補助事業（総務課）】
〈概　要〉　�コミュニティ活動の推進の場としての

集会所などで修繕または改修を行う
ときに、補助金を予算の範囲内で交付
します。

〈対　象〉　�自治会などが保有または管理する集
会所

〈補助額〉　２分の１以内（100万円を上限）

【防犯灯設置補助事業（総務課）】
〈概　要〉　�夜間における地域住民の安全を確保

するため、地球環境に負荷の少ない
LED防犯灯を新規設置する際に補助
金を交付します。

〈対　象〉　自治会
〈補助額〉　１灯当たり２万円を上限

【自主防災組織活動補助事業（危機管理室）】
〈概　要〉　�地域防災活動の充実と防災力の向上

を目的に、自主的に活動される自主防
災組織に対し補助金を交付します。

〈対　象〉　町内の自主防災組織
〈補助額〉　対象経費の70％以内（10万円を上限）

【生ごみ処理容器設置事業（環境整備課）】
〈概　要〉　�家庭及び事業所から出される生ごみ

を生ごみ処理容器などで堆肥化し、ご
みの減量化にご協力いただける方に
対して補助金を交付します。

〈対　象〉　町内に住所を有する家庭及び事業所
〈補助額〉　生ごみ処理容器　上限３千円

電気式生ごみ処理機　上限２万円
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【新エネルギー機器等設置事業（環境整備課）】
〈概　要〉　�環境への負荷の少ないエネルギーの

利用を促進し、温室効果ガスの排出量
の削減を図るため、家庭用燃料電池・蓄
電池システムなどの新エネルギー機器
の設置者に対して補助金を交付します。

〈対　象〉　�自ら居住する町内の一戸建住宅に補
助対象機器を設置した方、または自ら
居住するために町内の補助対象機器
付き住宅を購入した方

〈補助額〉　上限20万円

【水田畔整備事業（農業戦略課）】
〈概　要〉　�農作業労働の軽減などを図るため、コ

ンクリート畦畔の整備に要する経費
を助成します。

〈対　象〉　�町内の農地で水稲栽培を将来的に継
続する農業者

〈補助額〉　�材料費の100％（30万円を上限）

【特定不妊治療費助成事業（保健福祉課）】
〈概　要〉　�１回の治療費が高額であり、その経済

的負担が重いことから県が実施してい
る特定不妊治療費助成に加えて治療
費の一部を助成します。

〈対　象〉　�愛媛県特定不妊治療費助成事業の対
象者

〈補助額〉　�治療に要した費用から県助成金を差
し引いた金額で１年度20万円を上限

【小規模園芸施設導入支援事業（農業戦略課）】
〈概　要〉　�野菜などを栽培するため、小規模園芸

施設（ハウスなど）の整備に要する経
費を補助します。

〈対　象〉　�久万高原町に住所を有し、町内の農産
物直売所などに出荷する農業者

〈補助額〉　購入費の３分の２以内（25万円を上限）

【愛顔の子育て応援事業（保健福祉課）】
〈概　要〉　�町内の登録店舗で乳幼児用紙おむつ

を購入する際に利用できる「愛顔っ子
応援券」を交付します。

〈補助額〉　�５万円（愛顔っ子応援券（千円×50枚
綴））

〈対　象〉　�３歳未満の乳児を養育している保護者
（対象乳児は平成28年４月１日以降
に生まれた子）※平成30年４月１日以
降に生まれた第２子以降の子は対象
製品が限られます。

【鳥獣被害防止事業（農業戦略課）】
〈概　要〉　�鳥獣による農作物被害の防止のため、

防護柵の設置に要する経費を補助し
ます。

〈対　象〉　�久万高原町に住所を有し、町内の農地
を耕作する農業者

〈補助額〉　�購入費の３分の２以内（３万５千円を
上限）

【結婚新生活支援事業（保健福祉課）】
〈概　要〉　�新規に婚姻した世帯に対する住宅取

得費用または住宅賃貸費用及び引越
費用の一部を支援します。

〈対　象〉　�世帯所得340万円未満かつ夫婦共に
婚姻日における年齢が34歳以下の方

〈補助額〉　�世帯当たり30万円を上限

【移住促進に係る住環境整備支援事業（ふるさと創生課）】
〈概　要〉　�町内に定住を目的として空き家を購

入または賃借した移住者などへ、住宅
改修及び家財搬出に要した経費の補
助を行います（補助上限額は対象者の
世帯状況により異なります）。

〈対　象〉　�移住者・Ｕターン者
〈補助額〉　�住宅改修：補助対象金額の３分の２

（400万円を上限）
　�家財搬出：補助対象金額の３分の２
（20万円を上限）
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【産業振興支援事業（ふるさと創生課）】
〈概　要〉　�地域産業の振興を図るため、「起業」

「新商品開発」「空き店舗活用」「事業
承継」の分野の事業を行う事業者を
支援します（３年以上の事業継続が必
要）。

〈対　象〉　�町内で事業を行う予定の事業者（法
人・個人）

〈補助額〉　�対象事業費の３分の２以内（200万円
を上限、下限は40万円）

【民間木造住宅耐震改修事業（建設課）】
〈概　要〉　�昭和56年５月以前に着工された民間

木造住宅の耐震診断について業者（耐
震診断事務所の登録業者）を派遣して
行います。

〈対　象〉　�町内に住所を有し該当する住宅を所
有している方

〈補助額〉　�59,720円（業者に直接支払いを行い
ます）

【木造住宅支援事業（林業戦略課）】
〈概　要〉　�主要部材に久万材を80％以上使用

し、町内の大工・工務店が建築する住宅
（60㎡以上）に対して、補助金を交付
します。

〈対　象〉　�町内に自らが居住する住宅を新築す
る当該住宅の所有者または所有者の
代表者

〈補助額〉　�延床面積１㎡に対して１万円を乗じた
額（100万円を上限）

【住宅・建築物安全ストック形成事業（建設課）】
〈概　要〉　�昭和56年５月以前に着工された民間

木造住宅の耐震診断・耐震設計・耐震
改修・耐震改修工事管理について補助
金を交付します。※事業の実施は、耐
震診断を行ってからになります。

〈対　象〉　�町内に住所を有し該当する住宅を所
有している方

〈補助額〉　�それぞれ、耐震診断６万円、設計20万
円、工事管理４万円、改修工事90万円
を上限

【森林資源活用促進事業（林業戦略課）】
〈概　要〉　�森林整備を促進し、木材資源の有効利

用を図ることを目的に、基準単価８千
円/㎥を下回る原木に対して補助しま
す。

〈対　象〉　�町内に住所を有する方が所有し町内
に所在する森林で町内の木材市場な
どに出荷された間伐材

〈補助額〉　�３千円/㎥を限度に、その差額を補助

【老朽危険空家等除却事業（建設課）】
〈概　要〉　�居住の用に供される建築物で管理不

全な状態となった不良住宅などに対
し、除却に係る経費の一部を補助しま
す。

〈対　象〉　�補助要件に該当する老朽危険空き家
などを対象

〈補助額〉　80万円を上限

【林業経営支援事業（林業戦略課）】
〈概　要〉　�これから林業経営に挑戦したい方、さ

らに経営を拡大して効率をあげたい
方に林業機械導入時に補助金を交付
します（購入合計50万円以上）。

〈対　象〉　�町内に事務所を有する団体、または町
内に住所を有する個人

〈補助額〉　�購入金額の20％以内（150万円を上
限）
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●
対
象　
認
定
さ
れ
た
路
線
の
町
道
・
農
道
、
す

べ
て
の
林
道
に
お
い
て
、
草
刈
り
・
側
溝
清
掃

を
行
う
予
定
の
団
体

●
申
請
書　
認
定
路
線
の
自
治
会
長
お
よ
び
林
道

管
理
組
合
長
に
送
付

●
締
め
切
り　
７
月
31
日
（
火
）

●
提
出
先　
役
場
本
庁
・
各
支
所

※
台
風
な
ど
に
よ
る
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

排
水
施
設
の
点
検
を
行
う
な
ど
、
災
害
の
未
然

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
豪
雨
な
ど

の
あ
と
に
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
被
災
状
況

の
ご
連
絡
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課　
管
理
建
築
班

（
町
道
・
農
道
・
林
道
）


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限

り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
え
る
ほ

か
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

●
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
５
年
以
内
に
納

め
忘
れ
た
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加

入
期
間
が
あ
る
方

●
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
５
年
以
内
に
納

め
忘
れ
た
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加

入
期
間
の
ほ
か
に
、
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ

期
間
が
あ
る
方
。

●
65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
受
給
資
格
が
な
く
任

意
加
入
中
の
方
な
ど
。

※
た
だ
し
、
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル


０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

ま
た
は

松
山
東
年
金
事
務
所


０
８
９
（
９
４
６
）
２
１
４
６

　
近
年
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
全
国
的

に
多
発
し
、各
地
で
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
の
災
害
情
報
に
注
意
し
、

危
険
が
迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な
ど
、

災
害
へ
の
警
戒
を
十
分
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
危
険
箇
所
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
役
場
や
土
木
事
務
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
災
害
に
よ
る
人
命
・
財
産
の
被
害
防
止
に
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
町
内
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
つ
い

て
は
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

久
万
高
原
土
木
事
務
所


（
２
１
）
１
２
１
０

役
場
建
設
課


（
２
１
）
１
１
１
１

ご
利
用
は
９
月
ま
で
！

国
民
年
金
保
険
料
の

後
納
制
度

道
路
環
境
の
維
持
に
ご
協
力
を

道
路
の
草
刈
り
に
補
助
金

を
出
し
ま
す

見
通
し
が
良
く
な
っ
た
草
刈
り
実
施
路
線

６
月
は

　
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

　
「
防
災
対
策
強
調
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
す
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国道名 区間
番号 事前通行規制区間 規制基準雨量

（連続雨量（㎜）） 担当出張所

１１号 ① 愛媛県西条市丹原町志川
～同県東温市河之内 L＝5.8㎞ 300 西条

0897－56－1264

３３号

⑧ 愛媛県上浮穴郡久万高原町中津
～同県上浮穴郡久万高原町柳井川 L＝6.1㎞ 250

松山第一
089－956－0326

⑨ 愛媛県上浮穴郡久万高原町柳井川
～同県上浮穴郡久万高原町中黒岩 L＝7.6㎞ 250

⑩
（注１）

愛媛県松山市久谷町
～同県伊予郡砥部町千足 L＝5.5㎞

250

組合せ雨量
（時間雨量50㎜以上観測し
かつ、連続雨量170㎜）　

⑦ 高知県吾川郡仁淀川町森山字オオジミ
～愛媛県上浮穴郡久万高原町中津 L＝6.7㎞ 250 佐川

0889－22－1022
（注１）�⑩区間は連続雨量250㎜又は組合せ雨量（連続170㎜でかつ、その直近に時間雨量50㎜以

上観測、連続170㎜超過後は任意の時間雨量50㎜以上観測時点）を運用

大
雨
に
よ
る
国
道
11
号
、
国
道
33
号
の
事
前
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　
国
土
交
通
省
で
は
、
大
雨
な
ど
で
落
石
や
土

砂
崩
れ
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
道
路
利
用

者
を
未
然
に
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
、
事
前
通

行
規
制
（
通
行
止
め
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
前
通
行
規
制
に
な
っ
た
場
合
は
、
安
全
確

保
の
た
め
、
規
制
区
間
内
の
通
行
は
し
な
い
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
時
に
お
出
か
け
の
と

き
は
、
ラ
ジ
オ
の
道
路
情
報
や
道
路
情
報
板
に

表
示
さ
れ
る
道
路
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
最
新
の

情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
】

◇
愛
媛
県
内
の
道
路
情
報
に
つ
い
て
は

国
土
交
通
省
松
山
河
川
国
道
事
務
所


０
８
９
（
９
７
２
）
０
０
３
４

◇
愛
媛
県
内
の
国
管
理
以
外
の
国
道
お
よ
び
県

道
に
つ
い
て
は

愛
媛
県
土
木
部
道
路
維
持
課


０
８
９
（
９
１
２
）
２
７
２
０

【
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
】

道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

http://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/road/
info/index.htm

l

※
サ
イ
ト
の
「
情
報
別
一
覧
表
示
」
か
ら
「
本
日

の
規
制
情
報
」
な
ど
を
検
索
い
た
だ
け
ま
す
。

【
携
帯
サ
イ
ト
】

四
国
の
道
路
情
報

※
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
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ま
で
に
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
「
親
に
よ
る
婚
活
交
流
会vol.

５
」

と
明
記
し
、
参
加
者
（
親
）
お
よ
び
子
ど
も
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
が
忙
し
く
て
婚
活
が
で
き
な
い
、
県
外
へ

の
転
勤
で
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
。
そ
ん
な
独

身
者
の
方
の
親
御
さ
ん
同
士
で
交
流
す
る
婚
活
交

流
会
を
松
山
圏
域
３
市
３
町
で
共
同
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
７
月
８
日
（
日
）

　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
４
時

　
（
受
付
は
午
後
０
時
45
分
～
）

▼
会
場　
ふ
な
や（
松
山
市
道
後
湯
之
町
１

－

33
）

▼
参
加
費　

１
人 

３
０
０
０
円
（
ご
夫
婦
で
参

加
の
場
合
は
６
０
０
０
円
）

※
食
事
は
つ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
ス
イ
ー
ツ
の
提

供
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者　
20
歳
～
45
歳
程
度
の
独
身
の
子
ど
も

を
も
つ
親
御
さ
ん
で
、
対
象
市
町
に
在
住
の
人

（
※
親
御
さ
ん
が
対
象
市
町
に
在
住
で
な
く
て

も
、
子
ど
も
が
対
象
市
町
に
在
住
か
在
勤
の
人

は
可
）

▼
対
象
市
町
（
松
山
圏
域
３
市
３
町
）

・
松
山
市　
　
・
久
万
高
原
町

・
伊
予
市　
　
・
松
前
町

・
東
温
市　
　
・
砥
部
町

▼
定
数　
独
身
男
性
の
親
御
さ
ん
10
組
、
独
身
女

性
の
親
御
さ
ん
10
組
（
最
少
催
行
組
数
10
組
）

※
父
親
又
は
母
親
の
ど
ち
ら
か
１
名
で
の
参
加
も

可
能
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法　
６
月
15
日
（
金
）（
必
着
）

「
笑
顔
の
め
ぐ
り
愛　

親
に
よ
る
婚
活
交
流
会
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

松
山
圏
域
３
市
３
町
で
共
同
開
催

▼
申
し
込
み
先

　
〒
７
９
０

－

０
０
６
７

　
松
山
市
大
手
町
二
丁
目
五
番
地
七

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー


０
８
９
（
９
３
３
）
５
５
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
８
９
（
９
４
７
）
４
２
５
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

m
eguriai@

m
sc-ehim

e.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課　
社
会
福
祉
班


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
０
）

１　
お
申
し
込
み
は
、
本
人
が
結
婚
を
望
ん
で
お

り
、
自
分
に
代
わ
っ
て
親
が
婚
活
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

２　

参
加
確
定
し
た
方
に
は
、
案
内
状
・
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
シ
ー
ト（
身
上
書
）な
ど
を
６
月
下
旬

頃
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
当
日
、
子
ど

も
さ
ん
の
写
真
と
と
も
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

３　
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
た
場
合
、
後
日
、
日

時
・
場
所
を
調
整
し
、
双
方
の
親
御
さ
ん
、
子

ど
も
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
席
の
も
と
、
お

引
合
せ
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
本
人
の
同
意

が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
お
引
合
せ
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

４　
万
が
一
、
参
加
者
間
で
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
は
、
当
事
者
同
士
で
解
決
し
て
く

だ
さ
い
。

５　
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
松
山
市
か
ら

受
託
し
た
本
事
業
の
目
的
に
の
み
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

お
引
合
せ
を
希
望
す

る
親
御
さ
ん
を
４
名

ま
で
ご
記
入

（
成
立
を
確
約
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

１
対
１
で
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
シ
ー
ト
を
交
換

し
、
自
己
紹
介

も
う
一
度
お
話
し
て

み
た
い
親
御
さ
ん
と

自
由
に
交
流

成
立
し
た
方
は
、
後
日
の

お
引
合
せ
に
つ
い
て
詳
細
を
ご
説
明

【
当
日
の
流
れ
（
予
定
）】

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ト
ー
ク

フ
リ
ー
タ
イ
ム

マ
ッ
チ
ン
グ

ス
イ
ー
ツ
で
休
憩

13︰15～～16︰00

注
意
事
項
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【問い合わせ先】
保健福祉課
社会福祉班
21－1111
（内線133）

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

６
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す

　
児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
６

月
中
に
届
け
で
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

提
出
さ
れ
た
現
況
届
に
基
づ

き
、
６
月
か
ら
翌
年
５
月
分
ま
で

の
手
当
に
つ
い
て
審
査
を
し
ま

す
。

　
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
６
月

分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
該
当
の
方
に
は
６
月
上
旬
に
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は
届
出
が
必
要
で
す

○
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童
が
増
え

た
と
き

○
受
給
者
が
転
入
・
転
出
す
る
と

き
○
児
童
が
転
出
す
る
と
き

２月、６月、10月の年３回に分けて
４カ月分を支給

【支給時期】

町内に住所のある児童を養育している
方に支払われる手当です。

【児童手当とは】

【手当の額】

区　　分 月　額

3歳未満 15,000円

3歳以上
第1子・第2子 10,000円

第3子以降 15,000円

中学生 10,000円

特例給付   5,000円
※特例給付は、所得が制限限度額以上
の場合

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
援

活
動
、
献
血
・
医
療
事
務
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
支
援
協
力
す
る
た

め
、
年
間
５
０
０
円
以
上
の
出
資

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
出
資
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
協

力
会
員
と
い
い
ま
す
が
、
５
月
に

協
力
会
員
を
増
や
す
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

赤
十
字
社
費
・
寄
付
金

　
こ
の
資
金
は
、
赤
十
字
活
動
や

災
害
援
助
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

目
標
額　
１
３
６
万
９
千
円

実
績
額　
１
３
９
万
１
３
０
０
円

達
成
率　
１
０
１
・
６
％

全
額
を
日
赤
愛
媛
県
支
部
へ
送
金

２　

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
実
績
に
対
し
、
久
万
高
原
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
事
業
費
が
配
分

さ
れ
、
そ
の
後
町
内
の
各
種
福
祉

団
体
を
通
じ
て
福
祉
充
実
の
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

目
標
額　
２
０
３
万
３
千
円

実
績
額　
２
０
２
万
５
千
９
９
円

達
成
率　
９
９
・
６
％

全
額
を
愛
媛
県
共
同
募
金
会
へ
送

金
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
役
場
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
29
年
度

社
費
・
寄
付
金
、募
金
の
お
礼
と
報
告

平
成
30
年
度

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

赤十字運動月間｜5.1（Tue）～31（Thu）
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石
鎚
山
系
広
域
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ

「
天
空
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
が
完
成
し
ま
し
た

久
万
高
原
町
空
き
家
バ
ン
ク

売
却
希
望
物
件
の

不
動
産
鑑
定
に
つ
い
て

　
石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
（
西
条
市
、
久
万

高
原
町
、
い
の
町
、
大
川
村
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ
分

科
会
で
は
、
石
鎚
山
系
の
豊
か
な
自
然
や
山
の
幸

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
グ
ル
メ
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
そ
そ
る
雲
の
上
ま
で
た
ど
り

着
け
そ
う
な
激
坂
な
ど
、
石
鎚
山
の
魅
力

が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
は
、
上
級
者

向
け
の
周
遊
コ
ー
ス
か
ら
初
心
者
で
も

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め
る
コ
ー
ス
ま
で
10
の

コ
ー
ス
を
紹
介
し
、
距
離
や
所
要
時
間
、

勾
配
の
ほ
か
携
帯
エ
リ
ア
の
電
波
状
況
や

観
光
地
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
レ
ベ

ル
や
気
分
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
※
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　
石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
サ
イ
ク
リ

ン
グ
分
科
会
で
は
、
石
鎚
山
系
の
豊
か
な

自
然
や
景
観
、
観
光
地
の
お
も
て
な
し
な

ど
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
な
ど
が
安
全
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
久
万
高
原
町
に
お
い
て

も
、
町
外
転
出
や
相
続
に
よ
る
物
件
譲
渡
な
ど
に

よ
り
、
多
く
の
空
き
家
が
町
内
に
点
在
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
空
き
家
な
ど
の
有
効
活
用
を
通

し
て
、
定
住
促
進
や
都
市
住
民
と
の
交
流
拡
大
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度
よ

り
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
設
け
て
お
り
、
空
き
家

な
ど
の
登
録
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
建
物
の
修
繕
の
要
否
の
問

題
、
売
買
実
例
の
少
な
さ
、
建
物
に
付
随
す
る
田

畑
が
あ
る
な
ど
、
登
録
物
件
の
価
格
の
設
定
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
か

ら
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
売
却
希
望
物
件
に

つ
い
て
は
、
価
格
設
定
の
参
考
と
し
て
不
動
産
鑑

定
士
に
よ
る
不
動
産
評
価
を
町
の
負
担
で
実
施
し

ま
す
。

　
な
お
、
不
動
産
評
価
額
に
つ
い
て
は
参
考
で
あ

り
、
希
望
売
却
価
格
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
価

格
を
優
先
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不

動
産
評
価
後
に
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
取
り

下
げ
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
為
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
る
さ
と
創
生
課　
移
住
促
進
班


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
３
１
８
）

【問い合わせ先】
ふるさと創生課
　　商工観光班
　21－1111
　（内線305）
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
情
報

道
の
駅

「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」が

新
体
制
に
移
行
し
ま
し
た

面
河
山
岳
博
物
館

夜
の
講
座
「
獣
を
知
っ
て
獣
か
ら
守
る

～
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
の
獣
害

対
策
の
考
え
方
～
」

　
久
万
高
原
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
や
ニ

ホ
ン
ザ
ル
な
ど
の
獣
害
と
そ
の
対
策
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
獣
の
生
態
や
行
動
を
知

り
、
人
と
獣
の
生
活
圏
の
連
続
性
や
里
山
利
用
の

現
状
を
地
域
ご
と
に
見
て
い
く
と
、「
獣
を
人
里
に

寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
る
べ
き

か
？
」
と
い
う
考
え
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
獣
は
山
に
、
人
は
里
に
、「
棲
み
分
け
」

の
在
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日　

時　
６
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
20
分

▼
場　

所　
町
産
業
文
化
会
館
研
修
室

▼
参
加
費　
無
料

▼
講　

師　

�

葦
田
恵
美
子
さ
ん（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四

国
自
然
史
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

久
万
高
原
天
体
観
測
館

星
の
講
演
会
・
２
０
１
８
初
夏

「
暮
ら
し
の
中
の
星
た
ち
・
星
の
和
名
を

知
ろ
う
！
」

　
星
の
名
前
は
カ
タ
カ
ナ
の
た
め
覚
え
に
く
い
も
の

で
す
。
し
か
し
日
本
で
は
古
く
か
ら
目
立
つ
星
に
漢

字
の
名
前
（
和
名
）
を
付
け
ま
し
た
。
星
た
ち
は
ど

の
よ
う
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
専
門
家
に
星
の
和
名
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
す
。

▼
日　

時　
５
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
～

▼
場　

所　
久
万
高
原
天
体
観
測
館
・
星
天
城

▼
参
加
費　
大
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
高
・
大
学
生
４
０
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生
３
０
０
円

▼
講　

師　
�

古
屋
昌
美
（
元
か
わ
べ
天
文
台
、
日
本

公
開
天
文
台
協
会
会
員
）

　
久
万
高
原
町
の
産
業
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
平

成
26
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
天
空
の

郷
さ
ん
さ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
町
直
営

方
式
で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
町
が
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会

社　
さ
ん
さ
ん
久
万
高
原
」
に
管
理
運
営
が
移
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
若
者
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
雇
用

の
場
の
提
供
、
会
社
な
ら
で
は
の
効
率
的
な
経
営

に
努
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
荷
会
員
や
利
用
者

の
皆
さ
ま
に
支
持
さ
れ
る
道
の
駅
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

株
式
会
社　
さ
ん
さ
ん
久
万
高
原
の
役
員

　
　
代
表
取
締
役　
永
井　
修
一

　
　
　
　
取
締
役　
河
野　
忠
康

　
　
　
　
取
締
役　
髙
山　
稔
明

　
　
　
　
取
締
役　
高
山　
泰
子

　
　
　
　
監
査
役　
中
川　
武
志

　
　
　
　
監
査
役　
長
曽
我
部　
博

※
会
社
名
に
つ
い
て
は
、
応
募
の
あ
っ
た
候
補
の
中
か

ら
農
産
物
等
直
売
所
出
荷
会
員
の
小
倉
素
子
さ
ん

　
（
久
万
高
原
町
菅
生
）
の
案
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

林内を歩くニホンザル
〈石鎚山にて撮影〉

写真は一昨年の様子です。

【申し込み・問い合わせ先】
面河山岳博物館
58－2130

【申し込み・問い合わせ先】
久万高原天体観測館
41－0110
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
久
万

ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
て
硬
式
テ
ニ
ス
教

室
を
行
い
ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
を
貸

し
出
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め

て
の
方
か
ら
、
経
験
者
の
方
ま
で

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
中
学
生
以
上
一
般
対
象

６
月
８
日
～
７
月
27
日

毎
週
金
曜
日(

全
８
回) 

午
前
10
時
～
11
時
45
分

午
後
６
時
～
７
時
45
分

　
小
学
生
対
象

６
月
６
日
～
７
月
25
日

毎
週
水
曜
日(

全
８
回)

午
後
３
時
半
～
５
時

▼
場
所

　
久
万
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
費

　
ス
ピ
リ
ッ
ツ
会
員　
無
料

　
会
員
外　
５
０
０
円

　
小
学
生　
２
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
事
務
局


（
２
１
）
２
８
０
８

○
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
美
川
地
区
・
柳
谷
地
区
に
お
き

ま
し
て
集
落
支
援
員
を
募
集
し
ま

す
。
地
域
振
興
に
興
味
が
あ
り
、

地
域
住
民
と
協
力
し
た
活
動
に
取

り
組
め
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
勤
務
場
所

久
万
高
原
町
役
場
美
川
支
所
ま

た
は
柳
谷
支
所

▼
月
額
報
酬

　
１
６
６
，
０
０
０
円

▼
委
嘱
期
間

　
平
成
30
年
７
月
１
日
～

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

▼
採
用
人
数

　
各
支
所
１
名

▼
応
募
期
限

　
６
月
８
日
（
金
）
ま
で

○
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
美
川
・
柳
谷
各
支

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

美
川
支
所�

（
５
６
）０
２
１
１

（
担
当
：
髙
岡
）

柳
谷
支
所�

（
５
４
）２
１
２
１

（
担
当
：
岩
市
）

久
万
ス
ピ
リ
ッ
ツ
か
ら
お
知
ら
せ

テ
ニ
ス
教
室
を

　

は
じ
め
ま
し
た

総
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

集
落
支
援
員
を

　

募
集
し
ま
す
！

町
の
情
報
を
ス
マ
ホ
で
簡
単
に

久
万
高
原
町
ア
プ
リ

「
ゆ
り
ナ
ビ
」を

リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た

　
こ
の
度
、
久
万
高
原
町
で
は
公

式
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
ゆ
り
ナ

ビ
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、
利

用
者
が
興
味
の
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
を

選
択
す
る
こ
と
で
、
知
り
た
い
情

報
を
表
示
・
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
日
々
の
生
活
に

関
わ
る
家
庭
ご
み
に
関
す
る
分
別

辞
典
や
ご
み
の
出
し
忘
れ
防
止
ア

ラ
ー
ト
機
能
な
ど
、
多
数
の
機
能

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
便
利
に

え
ひ
め

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｗ
ⅰ

－

Ｆ
ⅰ

利
用
で
き
ま
す

　
町
内
主
要
公
共
施
設
（
指
定
避

難
所
等
）
で
「
え
ひ
め
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｗ
ⅰ

－

Ｆ
ⅰ
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
県
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
え
ひ
め
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｗ
ⅰ

－

Ｆ
ⅰ
」
拡
充
に
伴
い
、
町

内
主
要
公
共
施
設
で
の
利
用
箇
所

が
増
え
ま
し
た
。
平
常
時
に
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー

ル
閲
覧
が
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
提
供
し
、
災
害
発
生
時

に
は
情
報
収
集
や
安
否
確
認
な
ど

の
貴
重
な
情
報

手
段
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

アプリトップ画面

ＱＲコード

Android 端末用

iPhone 用

このマークが
目印です

＜アクセスポイント＞
久万高原町役場本庁
久万高原町産業文化会館
久万町民館
久万保健センター
ささゆり荘
久万B&G海洋センター
久万高原ラグビー場
まちなか交流館
道の駅「さんさん」
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林
業
戦
略
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
取
得
な
ど
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

「
水
道
水

　
　

安
全
お
い
し
い

　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル
」

　
近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
営
農
意
欲

の
減
退
を
も
た
ら
す
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
被
害
を
抑
え
る
有
効
な
手
段
と
し

て
、
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
お
よ
び
町
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
協
議
会
で

は
、
捕
獲
駆
除
の
担
い
手
育
成
の
た
め
、
狩
猟
免

許
な
ど
に
対
す
る
各
種
助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
捕
獲
駆
除
の

推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
内
容

１
．
狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成

①
狩
猟
免
許
講
習
会
受
講
料
（
８
千
円
）
の
全

額
を
助
成

②
狩
猟
免
許
申
請
料
、
会
費
等
（
１
万
１
７
０

　
０
円
～
１
万
５
２
０
０
円
）
の
半
額
を
助
成

２
．
狩
猟
具
購
入
に
対
す
る
助
成

①
箱
わ
な
１
基
当
た
り
２
万
円
を
助
成

（
助
成
要
件
）

ア
．
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者

イ
．
上
浮
穴
猟
友
会
に
加
入
し
、
狩
猟
登
録
を

12
月
末
ま
で
に
行
っ
た
者
で
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
参
加
す
る
者

　
町
内
の
水
道
施
設
は
町
や
地
元
管
理
組
合
が
維

持
管
理
を
行
い
、
各
ご
利
用
家
庭
に
水
道
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
水
質
基
準
に
基
づ
い
た
検
査
を

定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
も
水
道

水
と
し
て
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め

災
害
に
強
い
水
道
施
設
を
目
指
し
て
更
新
や
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
の
開
栓
・
休
栓
・
名
義
変
更
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
書
面
で
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
各
家
庭
の
給
水
装
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
よ
る
事
前

の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
環
境
整
備
課　
上
下
水
道
班


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
２
０
７
）

新規採用職員
の紹介　　　

狩
猟
免
許
講
習
会
の
予
定

▼
日
時
・
場
所

７
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
９-

２
）

12
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

に
ぎ
た
つ
会
館

（
松
山
市
道
後
姫
塚
１
１
８-

２
）

▼
申
込
期
日

６
月
１
日
（
金
）
～
６
月
20
日
（
水
）

▼
申
込
先

上
浮
穴
猟
友
会
事
務
局　
重
藤


０
９
０
（
５
７
１
０
）
１
０
９
３

狩
猟
免
許
試
験
の
予
定

▼
日
時　
８
月
７
日
（
火
）、
９
月
９
日
（
日
）、

12
月
９
日
（
日
）

▼
場
所

中
予
地
方
局（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
９-

２
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
林
業
戦
略
課　
佐
子
・
若
藤


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

【
訂
正
】

　

広
報
４
月
号 

「
久
万
高
原
町
役
場 

職
員
配
置
」
で
記
載

も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

12
ペ
ー
ジ
「
保
健
福
祉
課
」

小
黒　

さ
と
子
（
さ
さ
ゆ
り
荘
）

高岡　寿明（町立病院）
　地域の皆様とのふれあ
いを大切にしながら、よ
り良い看護を提供できる
ように精進していきたい
と思います。よろしくお
願いします。
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まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。
菅　生 小倉　澄夫 様 黒藤川 宮城　隆志 様
東明神 佐々木民雄 様 黒藤川 松下　清治 様
上野尻 石丸　忠司 様 中　津 小野　正起 様
菅　生 片山　栄治 様 松山市 髙岡　克之 様
大　川 澤木　　滿 様

（４月１日～４月30日　受付分）

広報広告


０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
４
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

danjokyodo@pref.ehime.lg.jp

　
お
花
・
お
餅
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど

の
販
売
、ポ
ン
菓
子
の
実
演
販
売
、

竹
細
工
教
室
な
ど
を
行
い
ま
す
。

着
火
式
は
午
後
６
時
半
か
ら
で
す
。

●
日
時　
５
月
26
日
（
土
）
午
後

１
時
～

※�
雨
天
の
場
合
は
27
日
（
日
）、

さ
ら
に
雨
天
の
場
合
は
６
月
２

日
（
土
）
に
順
延

●
会
場　
上
畑
野
川
明
杖
地
区

　
（
本
部
受
付　
さ
く
ら
ぎ
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

畑
野
川
の
里
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
事

務
局
（
藤
目
）


０
８
９
２
（
４
１
）
０
０
３
３

　
県
立
松
山
高
等
技
術
専
門
校
で

畑
野
川
竹
灯
籠
ま
つ
り

知
的
障
が
い
者
対
象
の
職
業
訓

練「
販
売
実
務
科
」訓
練
生
募
集

募
集

●
日
時　
６
月
20
日
（
水
）

　
午
後
１
時
半
～
午
後
３
時
半

●
会
場　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

　
サ
ブ
ホ
ー
ル

【
基
調
講
演
講
師
】

大
森
美
香
氏
（
「
あ
さ
が
来

た
」
脚
本
家
）

【
基
調
講
演
テ
ー
マ
】

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
「
あ
さ
」

を
迎
え
る
た
め
に

【
対
談
テ
ー
マ
】
ひ
め
ボ
ス
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞
例
か
ら
学
ぶ

●
参
加
料　
無
料

●
申
し
込
み
方
法　
電
話
、
は
が

き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課 

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

第
23
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
県
民
大
会

イ
ベ
ン
ト

は
、
平
成
30
年
度
後
期
訓
練
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方

○
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
（
療

育
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
方

ま
た
は
公
的
機
関
の
判
定
を

受
け
た
方
）

○
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
に
お
い
て
知
的
障

が
い
を
有
す
る
求
職
者
と
し

て
登
録
し
て
い
る
方
で
、
公

共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指

示
、
受
講
推
薦
ま
た
は
支
援

指
示
を
受
け
ら
れ
る
方

○
職
業
訓
練
の
受
講
に
意
欲
が

あ
り
、
販
売
実
務
科
の
全
課

程
を
修
了
で
き
る
方

○
松
山
高
等
技
術
専
門
校
へ
一

人
で
通
校
が
可
能
な
方

▼
募
集
期
間

　
第
１
回　
６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
～
７
月
12
日
（
木
）

　
第
２
回　
８
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
～
９
月
19
日
（
水
）

▼
募
集
人
員　
10
名

▼
訓
練
内
容　

ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
後
方
支
援
業
務

（
パ
ッ
キ
ン
グ
、
商
品
補
充
、

商
品
陳
列
な
ど
）
、
清
掃
業
務

お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
関
す

大森美香氏
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ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13   8,500   8,500 12,600 12,600
14   9,500   8,300 14,600 14,000
16 14,000 12,600 18,100 16,300
18－22 14,200 12,800 18,800 17,300
24上 13,800 12,600 16,100 14,700
30上 13,000 11,600 17,000 13,800

4.00

13 11,300 10,000 15,700 14,400
14－16 11,800   9,700 20,500 17,800
18－22 14,000 13,000 18,300 16,800
24－28 13,500 12,500 17,500 15,800
30上 13,300 11,500 19,100 16,300

6.00
18 出材無し 16,000 25,100 24,100
24上 18,100 出材無し 19,000 出材無し

選　木 スギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 16,700 26,100 11,700
4.00 24上 18,300 23,700 14,600
4.00 30上 15,300 35,500 15,700

市況

杉の柱上～28㌢までは、４㍍より３㍍造材が
良。４㍍は下降気味。30上以上であれば4㍍
造材でお願いします。マツもまだ不足気味で
高騰。時期的なこともあり、お早目の出荷お
願いします。出荷よろしくお願い致します。

木 材 市 場 市 況
4月25日　1068回市【久万広域森林組合】

る
訓
練

▼
訓
練
期
間　
10
月
15
日
～
平
成

31
年
３
月
19
日
（
６
カ
月
）

▼
訓
練
場
所　
松
山
高
等
技
術
専

門
校
（
松
山
市
本
町
７
丁
目
２

番
地
）

▼
受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
や
訓
練
生
総
合
保
険

料
な
ど
は
自
己
負
担
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
高
等
技
術
専
門
校

販
売
実
務
科


０
８
９
（
９
２
４
）
５
８
０
８

県
庁
労
政
雇
用
課


０
８
９
（
９
１
２
）
２
５
０
３

▼
対
象　
小
３
～
中
３

▼
期
間　
７
月
31
日
（
火
）
～
８

月
４
日
（
土
）
４
泊
５
日

▼
場
所　
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生

活
体
験
、
野
外
炊
飯
体
験
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ワ
イ

ド
ゲ
ー
ム
な
ど

▼
募
集
期
間　
７
月
５
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

公
益
財
団
法
人　
国
際
青
少
年
研

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

修
協
会


０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

　

手
続
き
期
間
は
６
月
１
日

（
金
）
～
７
月
10
日
（
火
）
ま
で

で
す
。

年
度
更
新
申
告
書
受
付
会
日
程

▼
日
時　
６
月
21
日
（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　
町
産
業
文
化
会
館
研
修

室
【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室


０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
２

　
県
で
は
、
６
月
１
日
～
７
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
愛
媛
県
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」
と
定
め
、
エ
イ

ズ
予
防
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
中
予
保
健
所
で
は
休

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）の
年
度
更
新
が
始
ま
り
ま
す

お
知

せ
ら

愛
媛
県
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

日
及
び
夜
間
に
、
血
液
検
査
・
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
に
関
す
る
悩
み
や
不

安
、
疑
問
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
エ
イ
ズ
の
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
誤
解
や
偏
見
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

※
無
料
・
匿
名
・
予
約
不
要
で
検

査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
そ
の
日
の
う
ち
に
、
検
査
結
果

が
わ
か
り
ま
す
。

▼
受
付
日
時

〈
休
日
血
液
検
査
・
相
談
〉

　
６
月
２
日
（
土
）

　
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時

〈
夜
間
血
液
検
査
・
相
談
〉

　
６
月
７
日
（
木
）

　
　
午
後
６
時
半
～
午
後
７
時
半

〈
定
期
検
査
・
相
談
〉

　
毎
週
水
曜
日

　
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時

▼
実
施
場
所

県
中
予
保
健
所　
１
階　
予
診
室

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
中
予
保
健
所
健
康
増
進
課

感
染
症
対
策
係


０
８
９
（
９
０
９
）
８
７
５
７



News & Information

広報 久万高原５月号 24

中予保健所 健康増進課 TEL 089－909－8757
松山市北持田町132



くらしの情報

2018.5.19　広報 久万高原25

久
万
高
原
町
の

　

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
の
こ
と

　

�

vol.12

協
力
隊
通
信

　
協
力
隊
の
吉
村
で
す
。
４
月
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
５
月
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
４
月

は
桜
や
花
桃
で
町
中
が
と
て
も
華

や
か
で
し
た
。
僕
は
花
桃
と
い
う

も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
花

桃
の
里
で
一
面
の
花
桃
を
見
た
と

き
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
！
来

年
は
花
桃
の
里
で
お
花
見
を
し
た

い
で
す
ね
。

　
５
月
に
入
り
気
温
も
ど
ん
ど
ん

上
が
り
も
は
や
夏
の
よ
う
で
す

ね
。
高
原
な
の
で
涼
し
い
の
を
期

待
し
て
い
る
の
で
す
が
、
皆
さ
ん

夏
は
暑
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

の
で
少
し
心
配
で
す
…
た
だ
周
り

に
緑
が
多
い
の
で
あ
ま
り
暑
く
感

じ
な
さ
そ
う
で
す
ね
。
僕
は
久
万

体
協
の
駅
伝
チ
ー
ム
の
練
習

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
す
が
、
街
中
を

走
っ
て
い
る
時
に
木
々
の
香

り
が
し
て
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
前

協
力
隊
で
テ
ニ
ス
を
や
り
ま

し
た
！
や
っ
ぱ
り
テ
ニ
ス
は

良
い
で
す
ね
。
ど
ん
な
方
で

も
楽
し
め
ま
す
。
テ
ニ
ス
を

や
り
た
い
方
の
た
め
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
の
で
テ

ニ
ス
に
興
味
が
あ
る
、
や
っ

て
み
た
い
方
は
「
久
万
高
原

テ
ニ
ス
」
で
検
索
を
お
願
い

し
ま
す
！
テ
ニ
ス
し
ま
し
ょ

う
！

４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た

３
名
を
紹
介
し
ま
す
。　

京
都
出
身
の
中
村
裕
範
（
な
か
む

ら
ひ
ろ
の
り
）
34
歳
で
す
。
昨
年
の

12
月
か
ら
移
住
す
る
た
め
、
愛
媛
県

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
４
月
か
ら
柳

谷
の
中
津
地
域
の
協
力
隊
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
目
標
は
任
期
後
も

定
住
す
る
こ
と
で
す
。

　
柳
谷
産
業
開
発
公
社
姫
鶴
牧
場
で

働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
尾
崎
祐
太
（
お
ざ
き
ゆ
う
た
）

で
す
。
久
万
高
原
町
と
い
う
自
然
が

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
畜
産
業
が

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
、
魅
力
を
沢
山
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
、
本
田
李
璃
子

（
ほ
ん
だ
り
り
こ
）
と
申
し
ま
す
。

学
生
の
頃
は
立
体
作
品
の
制
作
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
久
万
美
術
館
を

中
心
と
し
た
文
化
施
設
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

中村裕範 尾崎祐太 本田李璃子

テニスを通して隊員間の交流！
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近
年
、
全
国
各
地
で
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
備
え
を

す
る
「
自
助
」
や
、
近
隣
住
民
と

の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
に
よ
る

「
共
助
」、
町
に
よ
る
「
公
助
」
と

連
携
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
大
変
重

要
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
地
域
防
災
活
動
の
充

実
と
地
域
防
災
力
の
向
上
に
関
す

る
事
業
を
自
主
的
に
実
施
す
る
自

主
防
災
組
織
に
『
久
万
高
原
町
自

主
防
災
組
織
等
育
成
事
業
補
助

金
』
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
の
対
象
は
、
地

域
防
災
活
動
、
防
災
備
蓄
品
購
入

お
よ
び
防
災
資
機
材
購
入
に
要
す

る
経
費
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
充
実

を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
４
月

に
、
補
助
金
の
交
付
要
件
を
次
の

と
お
り
緩
和
し
ま
し
た
。

①
補
助
率
に
つ
い
て

補
助
対
象
経
費
の
70
％
以
内
を

補
助
し
ま
す
。

②
補
助
金
限
度
額
に
つ
い
て

補
助
金
の
上
限
は
10
万
円
で

す
。

③
交
付
回
数
の
制
限
等

各
組
織
、
同
一
年
度
内
に
「
地

域
防
災
活
動
事
業
、
防
災
備
蓄

品
購
入
事
業
、
防
災
資
機
材
購

入
事
業
」
の
い
ず
れ
か
１
事
業

の
み
。

　
た
だ
し
、
地
域
防
災
活
動
事
業

（
防
災
啓
発
活
動
、
訓
練
活
動
、

研
修
活
動
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
自
主
防
災
組
織
、
学
校
及

び
公
民
館
な
ど
が
主
催
す
る
防
災

訓
練
等
に
自
主
防
災
組
織
が
参
画

す
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
備
蓄
品
の
非
常

食
や
、
防
災
資
機
材
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
非
常
用
の
防
災
ト
イ
レ
を
購

入
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
自
主
防
災
組
織
で
も

何
か
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
補
助

金
に
は
、
対
象
と
な
る
経
費
や
上

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

役
場
総
務
課
危
機
管
理
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

みんなで防災
総務課

危機管理室
21－1111

(内145･146･147)

補助事業活用事例

横通自主防災組織

菅生中ノ下・大宝住宅自主防災組織

二箆・長崎・置俵・平井自主防災組織

相の峰自主防災組織
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【問い合わせ先】
消防本部・消防署
　21－2411
消防署美川支署
　56－0303
ホームページ
http://www.kumakogen.
jp/site/syobohonbu/

消
防
だ
よ
り

あ
ん
ぜ
ん
あ
ん
し
ん

４月末現在の状況
火災     2件
救急 194件
救助   13件

－火災・救急・救助－

久万高原町消防
　　マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

番で119
すぐに参上

ム
な
ど
が
減
点
法
で
採
点
さ
れ
、

減
点
が
少
な
い
チ
ー
ム
ほ
ど
上
位

と
な
り
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
仕

事
が
終
わ
っ
た
後
に
「
県
大
会
出

場
！
」
を
目
指
し
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
地
域
を
代
表
し
て
大
会
に
出
場

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く

だ
さ
い
！

　

６
月
17
日
（
日
）、
久
万
高
原

町
消
防
本
部
に
て
「
第
７
回 

久

万
高
原
町
消
防
操
法
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ポ
ン
プ
操
法
は
常
備
の
消
防
職

員
や
消
防
団
の
訓
練
の
一
つ
で
あ

り
、
基
本
的
な
操
作
の
習
得
を
目

指
す
た
め
の
訓
練
で
す
。
小
型
可

搬
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ
車
操
法

が
あ
り
、
設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽

か
ら
給
水
後
、
火
災
現
場
を
想
定

し
た
火
点（
か
て
ん
）と
呼
ば
れ
る

的
に
め
が
け
て
放
水
、
撤
収
す
る

ま
で
の
一
連
の
動
作
を
行
い
ま

す
。
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス
な
ど
の
操

作
を
迅
速
か
つ
正
確
に
行
う
と
と

も
に
、
動
き
の
綺
麗
さ
を
競
い
ま

す
。
採
点
は
動
作
の
正
確
さ
及
び

火
点
の
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ

「
放
水
は
じ
め
!!
」

第
７
回
消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
訓
練
中
！

平
成
30
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語 

忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認

　
防
火
標
語
は
、
火
災
予
防
思

想
を
よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
消
防
庁
と
一
般

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

と
の
共
催
で
昭
和
41
年
度
か
ら

募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
53
回

目
と
な
る
今
年
度
の
防
火
標
語

は
、
全
国
か
ら
１
８
１
５
１
点

も
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の
標
語
を
教
訓
と

し
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
・
防

災
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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広報 久万高原５月号 28

木の香り漂う優しい空間

小さな町の図書館だより

久万高原町立図書館
【開館時間】午前９時30分～午後６時

TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６
ホームページ／http://www.kumakogen.jp/site/tosyo/

児童書 よみもの

『波うちぎわのシアン』
斉藤倫／著
まめふく／画
偕成社
　島のちかくだけでとれる、
シアンという青色の巻貝。ひ
ろわれた赤ん坊は、左手がそ
の貝にそっくりだったのでシ
アンと呼ばれることになる。
ひらくことのない左手には、
ふしぎな力があり…。生まれるまえの記憶をめぐる長編。

児童書 絵本

一般書 小説

『魔力の胎動』
東野圭吾／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　自然現象を見事に言い当て
る、彼女の不思議な“力”は何
なのか。彼女は、悩める人た
ちを救えるのか―。「ラプラ
スの魔女」の前日譚。

一般書 小説

『青空と逃げる』
辻村深月／著
中央公論新社

　深夜の電話が、母と息子の
日常を奪い去った。疑心、恐
怖、そして怒り。壊れてし
まった家族が、たどり着く場
所は…。一家の再生の物語。

おすすめ　新刊案内

　おかあさんにおんぶされて
市場にやってきたチト。市場
の人たちにバナナやオレンジ
をもらったチトは、ひとつ食べては残りをおかあさんの
頭の上のかごにぽいっ！ 西アフリカの市場の様子が楽
しい、読み聞かせにぴったりの絵本。

※掲載している行事などは、都合により変更する場合
　があります。詳しくはお問い合わせください。

2018　6月の予定
おはなし会

定休館日 手芸すずらん
やまびこ
（直瀬）

親子読書講座
（父二峰幼・小）

やまびこ
（美川）

定休館日 古典学習会
やまびこ

（明神・父二峰）
やまびこ
（面河）

おはなし会

定休館日 手芸すずらん
やまびこ

（畑野川）
やまびこ

（美川・柳谷）
わくわく 
科学教室

定休館日 ささゆり読書会 ブックスタート
月末整理日

休館日

『チトくんと
にぎやかないちば』
アンジェラ・ブルックスバンク／絵
アティヌーケ／文
徳間書店

　
「
カ
～
ン
」
と
鉄
管
を
叩
い
て

い
い
音
を
出
す
に
は
、
実
は
コ
ツ

が
い
る
の
で
す
。
そ
の
コ
ツ
を
さ

ぐ
り
、
木
琴
や
鉄
琴
の
秘
密
を
考

え
ま
す
。
音
の
出
る
お
も
ち
ゃ
も

作
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

●
日
時　
６
月
23
日
（
土
）
午
後

１
時
半
～
午
後
３
時
半

●
場
所　
町
立
図
書
館
視
聴
覚
室

●
参
加
費　
１
０
０
円

●
参
加
申
し
込
み　
当
日
可

第
83
回
わ
く
わ
く
科
学
教
室

テ
ー
マ〈
音
と
振
動
の
謎
〉

「
う
ま
く
音
を
出
す
コ
ツ
②
」

「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」を

お
持
ち
の
皆
様
へ

　
引
越
し
な
ど
に
よ
り
、
住
所
や

電
話
番
号
に
変
更
の
あ
る
方
は
、

「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を
ご
持
参

の
う
え
、
図
書
館
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
登
録
デ
ー
タ
を
変
更
し

ま
す
。

　
紛
失
に
よ
り
再
発
行
さ
れ
る
場

合
は
、
１
枚
に
つ
き
２
０
０
円
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター

TEL︰21－2700　FAX︰21－0934

　
タ
バ
コ
の
煙
は
、
４
０
０
以
上

の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
タ
ー
ル
・
ニ

コ
チ
ン
・
一
酸
化
炭
素
が
タ
バ
コ

の
三
大
有
害
物
質
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

①
タ
ー
ル
：
発
が
ん
物
質
や
発
が

ん
促
進
物
質
が
含
ま
れ
ま
す
。

②
ニ
コ
チ
ン
：
神
経
毒
性
が
非
常

に
強
く
、
繰
り
返
さ
れ
る
と
依

存
が
生
じ
ま
す
。

③
一
酸
化
炭
素
：
動
脈
硬
化
を
促

進
さ
せ
ま
す
。

　
タ
バ
コ
を
吸
う
と
、
肺
が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
が
ん
・
心

疾
患
・
脳
血
管
疾
患
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

慢
性
気
管
支
炎
や
肺
気
腫
、
歯

周
病
、
不
妊
な
ど
の
多
く
の
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
禁
煙

は
、
私
た
ち
の
血
管
を
守
り
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
抑
え

ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
の
喫
煙
は
、

低
出
生
体
重
児
や
早
産
の
危
険
が

高
ま
り
ま
す
。

　
タ
バ
コ
の
煙
は
、
家
族
や
身
近

な
人
へ
も
受
動
喫
煙
の
害
を
与
え

ま
す
。
久
万
高
原
町
の
美
し
い
空

気
を
守
り
、
次
世
代
に
伝
え
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

平成30年度対象者は下表の方です。助成は今回限りとなります。
★対象の方には、郵送にて説明書、記録カード（オレンジ
色）、紫色の予診票を送付しています。接種を希望される方は
医療機関にご予約の上、接種を受けてください。

毎年５月３１日は
世界禁煙デー

～タバコは百害あって一利なし！
あなたの血管を守りたい！～

年齢 生年月日 年齢 生年月日 年齢 生年月日
65 S28.4.2～S29.4.1 80 S13.4.2～S14.4.1 95 T12.4.2～T13.4.1
70 S23.4.2～S24.4.1 85 S  8.4.2～S  9.4.1 100 T  7.4.2～T  8.4.1
75 S18.4.2～S19.4.1 90 S  3.4.2～S  4.4.1

平成30年度「肺炎球
菌感染症予防接種」に
ついてのお知らせです。

昨年度の展示の様子
今年度も町内中学生の禁煙啓発ポス
ターを展示しています

第８回世界禁煙デー in 久万高原
　　　（上浮穴郡医師会・久万高原町共催/上浮穴郡歯科医師会後援）

禁煙啓発パネル展示
５月24日(木)～６月５日(火)まで

〈展示場所〉
　・久万高原町本庁舎ロビー
　・久万高原駅やまなみ
　・ふれあいロードロビー

禁煙相談・歯周病相談
６月２日(土)　午後３時～５時まで

〈場所〉ふれあいロード
事前予約は不要です。お気軽にお立
ち寄りください。
自分のために、家族のために禁煙を
しませんか？
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※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

6月くらしのカレンダー 休日当番医医

■お知らせ
ペットボトルの排出方法が変わりました。
ペットボトルは「ラベルをはがして」出してください。
ご協力をお願いします。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）

6月の町税等の納付
口座振替　6月25日㈪
納 期 限　7月 2 日㈪
納期限内に納めましょう

1 金

◆紅葉の会 in 入野福祉館／19時～21時
◆住民健診／8時～13時45分／西明神

創作館
◆心配ごと相談／9時～正午／久万町民

館・社協本所・面河住民センター・社
協柳谷支所

2 土 ◆禁煙相談・歯周病相談／15時～17時
／ふれあいロード

3 日
◆森のハーバルライフ2018春／10時

～16時／久万農業公園
医吉村医院 　54-2050 　54-2065

4 月 　

5 火
◆住民健診／8時～11時／明神公民館
◆司法書士法律相談／10時～正午／社

協本所

6 水 ◆公民館活動活性化ステップアップセミ
ナー／農村環境改善センター

7 木 　

8 金

◆健診結果報告会／10時～10時半／水
押集会所、11時～11時半／中村集会
所、13時半～14時半／東川集会所

◆もぐもぐごっくん教室／９時半～正午
／Happy House

◆ソーシャルクラブ／9時半～15時半
／松野町

9 土
◆宙(そら)ガールの観測会・第12夜／

16時～／天体観測館
◆Ｂ＆Ｇ海洋センタープール開き

10 日 医 うつのみや内科� 　21-3353 　21-3352

11 月 ◆住民健診／8時～10時／美川南公民
館体育館

12 火 　

13 水 ◆上浮穴郡・東温市中学校総体／陸上競
技の部

14 木
◆健診結果報告会／10時半～11時半／

おもご高齢者生活支援ハウス、13時
～14時／面河住民センター

15 金
◆健診結果報告会／10時半～11時／名

荷下集会所、11時半～正午／小村集
会所、13時半～14時半／本谷集会所、
14時45分～15時15分／郷角集会所

16 土 　

17 日

◆住民健診・歯周病検診／8時～11時
／産業文化会館

◆�多肉植物の寄せ植え体験（要予約）／
10時～／（問）農業公園41-0040

医直瀬クリニック� 　31-0011 　31-0011
18 月 ◆上浮穴郡・東温市中学校総体／水泳の部

19 火
食育の日
◆紅葉の会／久万保健センター１階／

10時～正午
◆住民健診／8時～11時／二名公民館

20 水 ◆住民健診／8時～10時／城山公民館

21 木 　

22 金 ◆住民健診／8時～10時／黒藤川公民
館体育館

23 土
環境美化の日
◆久万美アート夜話（第72夜）／19時

～／久万美術館

24 日
◆門前市遊食祭くまくるまるしぇ／10

時～14時／久万町商店街
医 久万高原町立病院� 　21-1120 　21-1121

25 月
◆健診結果報告会／10時～10時半／

百ヶ市集会所、11時～11時半／奈良
藪集会所、13時半～14時／永野集会
所、14時半～15時半／こかげ

26 火 ◆住民健診／8時～11時／野尻公民館

27 水
◆健診結果報告会／10時～10時半／立

野集会所、11時～11時半／大窪谷集
会所、13時15分～13時45分／松木
集会所、14時半～15時／川前集会所

28 木 ◆乳幼児健診／12時半～／久万保健セ
ンター

29 金

◆住民健診／8時～13時45分／直瀬住
民センター

◆面河山岳博物館夜の講座「獣を知って
獣から守る」／19時～20時半／産業
文化会館研修室

30 土 　
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▼
今
年
も
、入
園・入
学
し
た
子
ど

も
た
ち
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
に

は
、
舌
を
ペ
ロ
ッ
と
出
し
た
愛
嬌

の
あ
る
園
児
の
写
真
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
校
正
の
段
階
で
そ
の
幼

稚
園
の
先
生
か
ら
差
し
替
え
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。
町
全
体
に
配
ら

れ
る
と
思
う
と
改
め
て
見
て
気
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。
常
に
一
人
ひ

と
り
の
園
児
の
こ
と
を
考
え
、
気

配
り
を
怠
ら
な
い
先
生
に
感
心
し

ま
し
た
。�

（
大
西
）

編
集
後
記

人口（４月末現在） 前月比
男性 3,983人（13人） +9人
女性 4,483人（26人） 0人
合計 8,466人（39人） +9人

世帯（４月末現在） 前月比
4,511戸（27戸） +22戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数

人のうごき（４月）
出生 死亡 転入 転出

4人 9人 70人 57人

ここって
すばらしい！

自治会の旅　135　

久万地区
中ノ上自治会（32戸）

　

中
ノ
上
自
治
会
は
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
四
十
四
番
札
所
・
菅

生
山
「
大
宝
寺
」
に
続
く
参
道
沿

い
に
位
置
し
ま
す
。

　
昔
は
お
遍
路
宿
も
あ
り
、
市
も

開
か
れ
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
今
で
は
、
お
遍
路
さ
ん
も
バ
ス

ツ
ア
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
参
拝
さ
れ

る
方
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
歩
き
遍
路
の
良
さ
が
再

認
識
さ
れ
、
昔
な
が
ら
に
白
装
束

に
笠
を
か
ぶ
る
な
ど
参
道
を
歩
い

て
参
拝
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
中
に
は
外
国
人
の
方
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
、
高
齢
化
が
進

み
、
空
き
家
も
目
立
っ
て
き
ま
し

た
が
、
新
し
く
家
を
建
て
移
り
住

ん
で
来
た
世
帯
も
多
く
、
ク
リ
ー

ン
デ
ー
な
ど
の
組
行
事
に
は
若
い

親
子
連
れ
で
参
加
す
る
姿
も
み
ら

れ
る
な
ど
、
活
気
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
今
、
地
区
内
や
隣
接
の
町
道
も

整
備
中
で
、
お
遍
路
客
の
行
き
来

や
、
住
民
の
通
行
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

自治会の皆さん

集落の様子

勅使橋と大宝寺参道


